
                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

守
山
区
民
美
術
展
の
作
品
を
募
集

来
月
３
日
か
ら
９
月
�
日
ま
で

守
山
文
化
小
劇
場
の
体
験
講
座

受
講
者
募
集
中

                     

　
応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

　
近
年
、
若
い
女
性
を
中
心

に
、
本
人
の
意
に
反
し
て
ア

ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
（
Ａ
Ｖ
）
へ

の
出
演
を
強
要
さ
れ
る
性
的

被
害
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
被
害
の
事
例
と
し
て
は

　
▽
ス
カ
ウ
ト
に
し
つ
こ
く

声
を
掛
け
ら
れ
て
連
絡
先
を

交
換
し
、
そ
の
後
紹
介
さ
れ

た
事
務
所
は
Ａ
Ｖ
の
女
優
を

派
遣
し
て
い
る
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
だ
っ
た

　
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
高
収
入
」
「
ア
ル
バ
イ

ト
」
と
検
索
し
て
見
つ
け
た

募
集
広
告
か
ら
応
募
し
た

ら
、
Ａ
Ｖ
の
撮
影
だ
っ
た

　
▽
「
単
な
る
登
録
だ
か

ら
」
と
言
わ
れ

て
書
類
に
サ
イ

ン
し
た
ら
、
実

は
Ａ
Ｖ
の
出
演

契
約
書
だ
っ
た

　
▽
「
テ
レ
ビ

番
組
の
撮
影
に

協
力
し
て
ほ
し

い
」
と
声
を
掛

け
ら
れ
、
近
く
に
止
め
て
あ

っ
た
車
で
書
類
に
サ
イ
ン
し

た
ら
、
性
的
な
写
真
や
動
画

を
撮
影
さ
れ
、
そ
の
後
そ
れ

ら
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
出

て
い
た

　
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
勧
誘
を
さ

れ
た
場
合
は
す
ぐ
に
書
類
に

サ
イ
ン
せ
ず
、
一
度
家
へ
持

ち
帰
っ
て
家
族
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
Ａ
Ｖ
出
演

強
要
被
害
の
相
談
は
最
寄
り

の
警
察
署
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
泉
地
　
恵
輔
く
ん
（
い

ず
み
ち
・
け
い
す
け
）
Ｈ

�
・
７
・
�
生
ま
れ
＝
幸

心
２
＝

　
▽
い
つ
も
笑
顔
を
あ
り

が
と
う
�
た
く
さ
ん
食
べ

て
、
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、

す
く
す
く
育
っ
て
ね
。
　

藤
井
　
陸
く
ん
（
ふ
じ
い

・
り
く
）
Ｈ
�
・
１
・
４

生
ま
れ
＝
川
村
町
＝

　
▽
マ
マ
が
居
な
い
と
、

す
ぐ
泣
い
ち
ゃ
う
甘
え
ん

坊
の
次
男
で
す
。

　
本
コ
ー
ナ
ー
（
応
募
時
で
二
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
対
象
）
で
は
受

け
付
け
順
に
全
て
の
方
を
紹
介

し
、
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ
ー
ル

で
。
本
人
一
人
で
写
っ
て
い
る
写

真
（
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
）
の

ほ
か
①
住
所
②
氏
名
・
ふ
り
が
な

③
性
別
④
生
年
月
日
⑤
保
護
者
名

⑥
メ
ッ
セ
ー
ジ
⑦
電
話
番
号
⑧
お

近
く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
書

き
添
え
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー

ム
ニ
ュ
ー
ス
「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ

ん
」
係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
元
気
く

ん
・
ち
ゃ
ん
」
、
本
文
に
①
か
ら

⑧
、
写
真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て
＝

ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ

ｅ．ｊ
ｐ
（
携
帯
の
絵
文
字
は
使
用

不
可
で
す
）
＝
へ
。
画
質
に
よ
っ

て
は
掲
載
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。 メ

タ
ル
エ
ン
ボ
ッ
シ
ン
グ
で

作
る
マ
グ
ネ
ッ
ト
（
一
例
）

お
気
に
入
り
が
で
き
る
か
な
…
扇
子
づ
く
り

毎年、数多くの力作が並ぶ
「守山区民美術展」（昨年）

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
が
で
き
る
「
ナ
ゴ

ヤ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
８
　
ポ
ッ
シ
ブ
る
�
」

の
講
座
を
開
く
守
山
文
化
小
劇

場
＝
小
幡
南
一
＝
で
は
、
受
講

者
を
募
集
し
て
い
る
。

　
同
フ
ェ
ス
タ
は
、
も
の
づ
く

り
や
伝
統
芸
能
、
ア
ー
ト
＆
ク

ラ
フ
ト
な
ど
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
祭
典
。
約
百
の
講
座
が
市
内

十
八
施
設
を
会
場
に
催
さ
れ
、

多
く
の
人
の
新
し
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
名
古
屋
を
元
気
に
し
て
い

こ
う
と
す
る
の
が
狙
い
。

　
守
山
文
化
小
劇
場
で
の
講
座

名
や
日
時
な
ど
は
次
の
通
り
。

い
ず
れ
も
受
講
料
五
百
円
。

　
▽
八
月
九
日
（
木
）

　
【
扇
子
づ
く
り
】
午
前
十
時

半
―
正
午
、
三
歳
以
上
対
象
、

定
員
三
十
人
。
持
ち
物
な
し
。

※
絵
や
文
字
な
ど
下
絵
が
あ
る

と
い
い
と
の
こ
と
。

　
【
ゆ
か
た
の
着
付
け
＆
帯
結

び
】
①
午
後
一
時
半
―
同
三
時

②
午
後
四
時
―
同
五
時
半
、
中

学
生
以
上
の
女
性
対
象
、
定
員

各
十
二
人
。
持
ち
物
あ
り
。

　
▽
八
月
十
日
（
金
）

　
【
ブ
ロ
ー
チ
を
作
っ
て
み
よ

う
】
①
午
前
十
時
半
―
正
午

（
花
か
ご
ブ
ロ
ー
チ
）
②
午
後

一
時
半
―
同
三
時
（
花
の
ブ
ロ

ー
チ
）
、
中
学

生
以
上
対
象
、

定
員
各
二
十

人
。
持
ち
物
あ

り
、
材
料
費
三

百
円
。

　
▽
八
月
十
一

日
（
土
）

　
【
メ
タ
ル
エ

ン
ボ
ッ
シ
ン

グ
】
①
午
前
十

時
半
―
正
午
②

午
後
一
時
半
―

同
三
時
、
中
学

生
以
上
対
象
、

定
員
各
十
人
。

持
ち
物
な
し
。

　
受
け
付
け
を

は
じ
め
、
内
容

や
持
ち
物
と
い

っ
た
問
い
合
わ
せ
は
守
山
文
化

小
劇
場
＝
☎
（
７
９
６
）
１
８

２
１
＝
へ
。

　
「
帯
」
さ
く
ら
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
内
野
　
卓
雄
選

小
児
科
の
窓
に
ゆ
つ
た
り
鯉
幟

　
　
　
　
　
　
　
井
宮
登
美
子

真
青
な
る
空
へ
広
ご
る
茶
摘
の

音
　
　
　
　
　
　
大
島
　
郁
代

初
夏
や
洋
画
の
中
に
菩
薩
の
絵

　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
明
治

水
桶
に
放
つ
浅
蜊
の
汐
し
ぶ
き

　
　
　
　
　
　
　
大
野
き
く
ゑ

花
馬
酔
木
風
立
つ
丘
の
そ
こ
か

し
こ
　
　
　
　
　
佐
賀
野
桂
子

青
空
や
鐘
馗
幟
の
は
た
め
き
て

　
　
　
　
　
　
　
佐
原
　
道
子

園
児
ら
の
声
の
弾
く
る
薔
薇
の

園
　
　
　
　
　
　
中
崎
　
淳
子

オ
リ
ー
ブ
の
花
を
散
ら
す
や
夕

の
風
　
　
　
　
　
西
澤
稚
香
子

鯛
め
し
や
磯
の
香
り
の
祝
膳

　
　
　
　
　
　
　
真
栄
城
常
子

と

美
術
館
外
は
春
色
に
染
ま
る
街

　
　
　
　
　
　
　
有
賀
眞
佐
子

子
燕
の
口
の
赤
き
や
雨
近
し

　
　
　
　
　
　
　
井
戸
田
幸
光

ほ
ん
の
り
と
色
の
移
り
ぬ
桃
の

花
　
　
　
　
　
　
井
戸
田
英
子

山
間
の
一
軒
宿
や
燕
来
る

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
美
子

柔
ら
か
く
山
持
ち
上
ぐ
る
若
葉

か
な
　
　
　
　
　
岩
脇
　
　
徹

堰
落
ち
て
渦
巻
く
水
や
つ
ば
く

ら
め
　
　
　
　
　
中
山
ま
き
子

白
日
傘
し
ば
し
瀬
音
に
委
ね
居

り
　
　
　
　
　
　
片
桐
　
紀
代

ペ
ン
書
き
の
命
の
査
証
窓
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
内
野
　
卓
雄

　
「
守
山
区
民
美
術
展
」
（
中

日
新
聞
社
な
ど
後
援
）
が
十
月

五
日
か
ら
三
日
間
、
守
山
区
役

所
＝
小
幡
一
＝
講
堂
で
こ
と
し

も
開
催
。
八
月
三
日
（
金
）
か

ら
九
月
十
日
（
月
）
ま
で
出
品

申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
。

　
守
山
区
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
高
校
生
以
上
の
人
が
対
象

で
、
出
品
は
無
料
。
未
発
表
の

も
の
に
限
り
、
一
人
一
部
門
に

つ
き
一
点
（
彫
刻
の
み
二
点
ま

で
可
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
部
門
と
規
格
は
次
の
通
り
。

　
▽
日
本
画
＝
�
―
�
号
、
色

紙
は
不
可
。
額
装
ま
た
は
軸

装
、
軸
装
は
二
百
四
十
五
㌢
以

下
×
六
十
五
㌢
以
下

　
▽
洋
画
＝
油
画
・
水
彩
画
・

素
描
・
版
画
な
ど
、
�
―
�

号
。
額
装

　
▽
彫
刻
＝
立
体
造
形
、
幅
五

十
㌢
×
奥
行
き
五
十
㌢
×
高
さ

百
㌢
以
下
、
ま
た
は
総
計
二
百

㌢
以
下
。
展
示
可
能
な
も
の

　
▽
工
芸
＝
陶
芸
・
金
工
・
漆

芸
・
染
織
・
木
竹
工
・
人
形
・

七
宝
ほ
か
、
市
販
の
手

芸
品
は
不
可
。
展
示
可

能
な
も
の

　
▽
書
道
＝
仕
上
が
り

寸
法
が
百
八
十
五
㌢
以

下
×
九
十
五
㌢
以
下

（
縦
横
自
由
）
、
ま
た

は
二
百
四
十
五
㌢
以
下

×
六
十
五
㌢
以
下
（
縦

の
み
）
。
額
装
、
枠
張

り
ま
た
は
軸
で
本
表
装

　
▽
写
真
＝
単
写
真
。

四
つ
切
り
、
ワ
イ
ド
四

つ
切
り
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
。
額
装

ま
た
は
パ
ネ
ル
装
、
外
寸
は
四

十
㌢
×
四
十
五
㌢
以
内
。

　
※
額
装
は
い
ず
れ
も
ガ
ラ
ス

不
可
、
ア
ク
リ
ル
可
。

応
募
は
（
区
役
所
な
ど
に
あ

る
）
出
品
申
込
書
に
記
入
し
、

区
役
所
三
階
�
番
窓
口
・
地
域

力
推
進
室
へ
。
ま
た
郵
送
は
出

品
申
込
書
の
ほ
か
、
返
送
先
を

記
入
し
た
封
筒
に
八
十
二
円
切

手
を
貼
っ
て
同
封
し
、
〒
４
６

３
―
８
５
１
０
、
小
幡
一
ノ
三

ノ
一
、
守
山
区
役
所
地
域
力
推

進
室
宛
て
（
応
募
期
間
内
必

着
）
。

　
問
い
合
わ
せ
は
区
役
所
地
域

力
推
進
室
＝
☎
（
７
９
６
）
４

５
２
７
＝
へ
。

　
◇
ミ
ツ
バ
チ
展

　
８
月
５
日
（
日
）
ま
で
、
前

９
―
後
４
・
�
、
東
谷
山
フ
ル

ー
ツ
パ
ー
ク
☎
（
７
３
６
）
３

３
４
４
。
採
蜜
の
道
具
や
巣
箱

ほ
か
、
生
態
や
養
蜂
の
歴
史
と

い
っ
た
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示

し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
つ
い
て
学
べ

る
催
し
。
※
�
日
（
月
）
は
休

園
。
一
般
対
象
、
無
料

　
◇
展
覧
会
「
愛
知
県
の
郷
土

玩
具
と
土
人
形
～
な
つ
か
し
く

て
　
あ
た
ら
し
い
　
お
も
ち
ゃ

～
」

　
９
月
�
日
（
日
）
ま
で
、
前

９
―
後
４
・
�
、
御
深
井
丸
展

示
館
（
名
古
屋
城
内
）
、
※
問

い
合
わ
せ
は
名
古
屋
城
振
興
協

会
☎
（
２
３
１
）
１
６
５
５

へ
。
「
鉢
巻
だ
る
ま
」
や
「
犬

張
子
」
な
ど
計
三
十
点
と
、
郷

土
玩
具
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ

た
日
用
品
や
文
具
ほ
か
を
展

示
。
会
期
中
無
休
。
無
料
（
た

だ
し
、
名
古
屋
城
観
覧
料
と
し

て
大
人
一
人
五
百
円
要
）

　
◇
暑
気
笑
い
寄
席

　
�
日
（
月
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
守
山
福
祉
会
館
☎
（
７

し
ょ
う

９
３
）
６
３
３
０
。
経
大
亭
勝

し
ょ
う

笑
一
座
が
、
笑
い
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
寄
席
を
。
市
内
在
住
で

六
十
歳
以
上
の
人
対
象
。
無
料

　
◇
心
配
ご
と
相
談
所

　
８
月
２
日
・
９
日
（
木
）
後

１
―
４
、
守
山
区
社
会
福
祉
協

議
会
☎
（
７
５
８
）
２
０
１

１
。
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
の

相
談
を
受
け
付
け
。
※
祝
日
を

除
く
毎
週
木
曜
（
第
二
・
四
木

曜
は
人
権
擁
護
・
行
政
相
談

も
）
開
催
、
電
話
相
談
は
不

可
。
一
般
対
象
。
無
料

　
◇
子
育
て
な
ん
で
も
相
談

　
３
日
（
金
）
前
�
・
�
―
正

午
、
守
山
児
童
館
☎
（
７
９

６
）
１
５
０
１
。
「
な
ご
や
っ

こ
相
談
員
」
が
、
心
配
ご
と
な

ど
の
相
談
に
。
子
育
て
を
し
て

い
る
人
対
象
。
無
料

　
◇
勉
強
・
宿
題
お
た
す
け
隊

　
３
日
（
金
）
後
５
・
�
―

７
、
守
山
児
童
館
☎
（
７
９

６
）
１
５
０
１
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
先
生
ら
「
お
た
す
け
隊
」

が
、
勉
強
や
宿
題
の
分
か
ら
な

い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
催

し
。
中
学
生
対
象
。
無
料

　
◇
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
お
は
な

し
会

　
９
日
（木
）前
�
・
�
―
�
・

�
、
志
段
味
図
書
館
☎
（
７
３

６
）６
９
０
７
。絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、わ
ら
べ
う
た
な
ど
。乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
対
象
。
無
料

　
◇
自
然
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
「
虫

た
ち
と
の
出
会
い
」

　
�
日
（
金
）
前
９
・
�
―
正

午
、
森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新

居
五
一
八
二
ノ
一
＝
植
物
園
内

展
示
館
前
集
合
☎
０
５
６
１

（
�
）
１
５
５
１
。
自
然
観
察

指
導
員
の
解
説
と
と
も
に
園
内

を
散
策
。
一
般
対
象
。
※
当
日

受
け
付
け
、
雨
天
決
行
。
無
料

（
た
だ
し
、
植
物
園
入
園
料
と

し
て
大
人
一
人
二
百
十
円
要
）

　
◇
「
本
の
帯
」
作
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
�

　
�
日
（
木
）
前
�
―
�
・

�
、
守
山
図
書
館
☎
（
７
９

３
）
６
２
８
８
。
金
城
学
院
大

学
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｌ

ｉ
Ｌ
ｉ
ａ
ｎ
と
一
緒
に
、
お
気

に
入
り
の
本
の
帯
作
り
。
本
、

ク
レ
ヨ
ン
や
色
鉛
筆
な
ど
絵
を

描
く
道
具
、
筆
記
具
を
持
参
。

※
申
し
込
み
は
８
月
３
日

（
金
）
前
�
・
�
―
、
同
館
ま

た
は
電
話
で
受
け
付
け
。
小
学

生
対
象
、
先
着
十
五
人
。
無
料

〔２〕２０１８年（平成３０年）７月２８日（土曜日）

                     

                                                                                                         

                                                                                    


